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フィルタシミュレータ概略、動作環境、インストール方法

フィルタシミュレータ概略

弊社製コンデンサ、インダクタ、及びビーズを使用してT型、π型、L型フィルタを組んだときに、減

衰量がどの程度になるか参照するためのツールです。コンデンサ、インダクタ、及びビーズ選定時
の参考データとしてご利用いただけます。

動作環境

CPU ： 1GHz以上
RAM ： 1GByte以上
OS ： Windows 7, 8, 8.1, 10 （32/64bit版）
ディスプレイ解像度 ： 1024 x 768 以上

インストール方法

弊社ホームページよりダウンロードいただいた TYFilterSim.zip を解凍してできた、
TYFilterSim.exe, TYFilterSim.dsm を適当なフォルダに一緒に入れれば、インストールは
完了です。
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フィルタシミュレータ操作概要

3頁目でインストールした TYFilterSim.exe を起動すると、以下の図のような操作パネルが現れます。
おおよそ、以下のような手順で操作を進めます。

① フィルタの種類を選択する

② フィルタに使用する部品を
選択する

③ フィルタの入出力側のインピ
ーダンスを設定する

④ 算出された結果の拡大表示、
保存などを行う

①

②

③ ③

※ 部品選択を行うたびに減衰量
が再計算（シミュレーション）される
為、シミュレーション開始ボタンは
ありません。

④
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フィルタシミュレータ操作（フィルタ種類の選択）

操作パネル左上のフィルタ選択用のボタンで、T型, π型, L型のうち、どれか一つを選択します。
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フィルタシミュレータ操作（部品選択）

部品選択パネルから、フィルタ回路のコンデンサ、インダクタの部分に入れる部品を選定します。

対象部品 ： 回路中のどの部分の部品を指定するか選択します。

部品種類 ： 回路中のインダクタ部分に、インダクタ、ビーズのどちらの部品を入れるか選択します。

対象部品に L, L1, L2 を選択した場合のみ有効です。

商品分類 ： 弊社カタログ記載の部品分類の中から、部品分類を選択し、選択するアイテムを

絞り込みます。

サイズ ： 選択する部品のサイズを指定し、アイテムを絞り込みます。

容量 ： 選択する部品の特性値を指定し、アイテムを絞り込みます。

（インダクタンス、インピーダンス）

アイテム名 ： 対象部品で選択した部分に挿入するアイテムを選択します。
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フィルタシミュレータ操作（部品選択）

T型、π型の場合、回路図に配置された =L1, =L2, =C1, =C2 ボタンを押すと、もう片側のインダク
タ、またはコンデンサと同じアイテムがセットされます。
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フィルタシミュレータ操作（部品選択）

アイテム名の欄を選択した段階で、対象部品で選択した部分に入れる部品が決定され、回路中の該当
箇所に選択した部品名が表示されます。また、アイテムを選択すると、即時にシミュレーションが開始
され、現在選択されている部品のインピーダンスとフィルタの減衰量が画面下部に表示されます。
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フィルタシミュレータ操作（インピーダンス設定）

フィルタ入出力側のインピーダンス（R1, R2）を直接入力で指定します。数値を入力すると、減衰量
が即時に再計算（シミュレーション）され、結果が画面下部に表示されます。
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フィルタシミュレータ操作（拡大表示、保存など）

表示された結果のグラフは、拡大ボタンで独立したウィンドウに拡大表示をすることができます。
拡大度合いは、独立ウィンドウの右下部分をマウスでドラッグすることで調節できます。
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グラフの下部に配置された保存ボタンにより、グラフイメージをビットマップ、またはJPEGの形式で
保存することができます。10頁目で説明した拡大表示のウィンドウの保存ボタンでも、同様の操作を
行うことができます。

フィルタシミュレータ操作（拡大表示、保存など）
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フィルタシミュレータ操作（拡大表示、保存など）

グラフの下部に配置された出力ボタンにより、グラフデータを csv の形式で保存することができます。
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波形シミュレータ操作（拡大表示、保存など）

グラフにマウスカーソルを合わせ、右クリックするとクリップボードに画像をコピーすることができます。
拡大画像でも同じ操作を行うことができます。
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フィルタシミュレータ操作（拡大表示、保存など）

グラフのラベル表示選択欄で、グラフの凡例の表示可否を選択できます。
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フィルタシミュレータ操作（その他）

操作パネル右上の部品詳細ボタンを押すと、現在選択されている部品の詳細情報を別ウィンドウで
表示します。詳細情報ウィンドウの保存ボタンで、部品情報をテキストファイルに保存もできます。
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インターネットに接続している状態で、詳細情報ウィンドウの Web Link 欄のリンクをクリックすると、
対象製品のさらに詳しい情報を弊社 TY-COMPAS ページ上で見ることができます。

フィルタシミュレータ操作（その他）
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フィルタシミュレータ操作（その他）

操作パネル右上のSパラボタンを押すと、現在選択されている部品のSパラメーターをタッチストーン
形式でファイルに出力します。



18

フィルタシミュレータ操作（その他）

操作パネル右上のSPICEボタンを押すと、現在選択されている部品のSPICEサブサーキットモデル
をファイルに出力します。
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フィルタシミュレータ操作（その他）

操作パネル右上のバージョン情報ボタンを押すと、フィルタシミュレータのバージョンを確認すること
ができます。


